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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、人口減少下、下水道経営における汚水処理の持続可能性を確保するため、下水道整備

区域の適正化の検討手法を提案し、また、今後、市町村が広域化・共同化で目指すべき下水道事業

規模を定量的に明らかにしたもので、下水道工学および建設マネジメント学上寄与するところが大

きい。よって，本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。 


